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 
本研究は､ 慢性疾患をもつ子どもの親が､ 日常生活の中でどのように判断して､ 親から子どもへセルフケ
アの責任の移行をしているのかを明らかにすることを目的とした｡ 対象者は､ 小児慢性特定疾患と診断され
ている学童期の子どもを持つ親で､ 協力が得られた10名である｡ データ収集は半構成面接法で､ データ分析
は質的手法を用いた｡ その結果､ 学童期の子どものセルフケアエージェンシーを育てる親の試みとして､ 『子
どもが療養法の知識を獲得するのを支援する』 『子どもの症状把握と対処法の獲得を支援する』 『子どもが療
養法を一人で実行するのを支援する』 『普通の子どもと同じように育てる』 『療養法の自立に向けて自主性を
育てる』 の５つの局面が抽出された｡ 特に 『普通の子どもと同じように育てる』 ことが､ 『療養法の自立に向
けて自主性を育てる』 前提になっていると示唆された｡ また､ 医療者は小学校低学年という時期に､ 『子ども



































































ケース 続柄 診断時の子どもの年齢 現在の子どもの年齢
１ 母親 ３歳 ６歳
２ 母親 ５歳 ６歳
３ 母親 ２歳 ７歳
４ 母親 ２歳 ７歳
５ 母親 ３歳６ヶ月 ８歳
６ 母親 ２歳５ヶ月 ７歳
７ 母親 ３歳 ８歳
８ 母親 ５歳 11歳
９ 父親・母親 ４歳 ７歳































も､ ちょっと､ その反面､ 悪い影響もでてし



































親主体で子どもの療養法を代行する 親が主体で子どもの療養法を選択､ 調整､ 判断､ 相談をすること


































































てきたんですね｡ …今も学校で､ 先生に､ 自










































































る｡ 例えば､ ｢退院してから､ どんどん｡ 副
作用が出てくるようになって｡ その幼稚園の
運動会の練習中に､ 走っても､ お腹がプック
リと出ていたので､ …僕ね､ 今日ね､ かけっ
この練習をしたんだけど上手くお腹が重くっ
て走れなかったよって言われて｡ (運動会当
















































































































































































１) 堂前有香, 中村伸枝：小学校, 中学校に
おける慢性疾患患児の健康管理の現状と課
題養護教諭を対象とした質問紙調査から,
小児保健研究, 63(6), 692-700, 2004.










要, 39, 291-295, 2003.






６) 山口明子, 新町豊子, 吉川一枝他：小児
気管支喘息児の疾病への思いとセルフケ
ア行動への援助, 日本小児看護研究学会
誌, 7, 60-65, 1998.
７) 谷洋江：小児糖尿病患者の療養行動にお
ける主体性に関する研究, 日本糖尿病教
育・看護学会誌, 2(2), 88-96, 1998.















12) 金丸友, 中村伸枝, 荒木暁子他：慢性疾
患をもつ学童・思春期患者の自己管理お
よびそのとらえ方質的研究meta-studyを




講演集, 19, 426-427, 1999.
高知女子大学看護学会誌第33巻第１号 (2008)
― 63 ―
